
 

 

1 はじめに 

新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大への対応
策の一つとして，厚生労働省がスマートフォン向け接
触確認アプリ「COCOA」を2020年6月にリリースした1)．
本論文ではエージェントベースモデリング（ABM）手
法を用いて接触確認アプリの効果を推定する． 
倉橋 2)は，新型コロナウイルスの感染プロセスをモ

デル化し，様々な感染予防策の効果の比較推定を行っ
た．本研究のモデルは，倉橋のモデルに準拠して設定
した．隣接する 2 つの町に，それぞれ 5,600 人，合計
で 11,200 人の住民がいる．家庭，学校，会社，電車，
商業施設で他人と接触した際に確率的に感染が発生
する．感染者は潜伏期間を経て発症し，年齢別の確率
に従って，回復するか，重篤化する．重篤化した感染
者の一部が死亡する．重篤化した感染者，陽性が判明
した感染者は入院する．入院患者は治療により，重篤
化・死亡を回避できる可能性がある． 

接触確認アプリのモデルは，実際のアプリの仕様に
基づき，次のように定義する．アプリ所持者同士が接
触した場合，14 日間にわたり互いの ID を記録する．
アプリ所持者の陽性が判明した場合，そのエージェン
トの接触確認アプリに記録されている ID の持ち主全
員に通知する．通知を受け取ったエージェントは，翌
日必ず PCR 検査を受ける．1 次接触者への通知と，2

次接触者（接触者の接触者）への通知の 2 つのシミュ
レーションを行い，感染者数の変化を確認した． 

2 シミュレーション結果 

 シミュレーション開始時にランダムに住民 1 人を
感染者に設定し，感染が拡がる様子を観察した．アプ
リ所持率を変化させた各 100 試行のシミュレーショ
ン結果を Fig.1 に示す． 
  Fig.1 の上側のグラフが陽性者数，下側が重症者数
と死亡者数である．Fig.1 から，住民の人口に対するア
プリ所持率が上昇するにつれ，重症者数，死亡者数，
陽性者数が減少していることが確認わかる．また， 2

次接触者まで追跡することにより，1 次接触者のみの
追跡結果に比べて，陽性者数，重症者数，死亡者数が
さらに減少していることが確認できた． 

3 おわりに 

 本研究では ABM手法を用い，新型コロナウイルス接

触確認アプリの効果推定を行った．その結果，接触確
認アプリの機能が．陽性者数，重症者数，死亡者数の
減少に有効であることがわかった．また，アプリによ
る追跡範囲を 2次接触者まで広げることで，より高い
効用を発揮することがわかった． 
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概要－   2019 年末に中国で発生し，世界中で感染を拡大させている新型コロナウイルス（COVID-
19）に対し，厚生労働省が対策のひとつとして接触確認アプリ「COCOA」を発表，リリースした．
このアプリは，スマートフォンの近接通信機能を利用し，アプリ所持者の陽性者との接触履歴をアプ
リ所持者に通知することができる．本研究では，エージェントベースモデリング手法を用いて感染症
シミュレーションを行い，接触確認アプリによる予防効果の推定を行う． 
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Fig.1 : シミュレーション結果． 
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